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期限を待たずして、緊急事態宣言が延期となりました。

船坂新聞も予定の記事が確保できず、２月、３月号はＡ４サイズの２頁構成と

させて頂きます。ご愛読頂いております皆様には大変申し訳ございません。なに

とぞご理解賜りますようお願い申し上げます。

皆様も様々に影響を受けておられる事と思います。一日も早い収束を願うばか

りです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （編集委員　塩貝 聖子）

お知らせ

１月１８日～２月７日まで緊急事態宣言で里山学校も夜間の使用が出来なくなっていましたが、

緊急事態宣言が３月７日までとなりましたので、継続して夜間は使用できません。今後、途中解

除になった場合は使用可能となります。この宣言で１月・２月に予定していたイベント「無添加

の味噌づくり体験会」は中止となりました。

また、別の戸配で令和３年４月１日～令和４年３月３１日までの管理当番他の募集をしていま

す。皆さんのお申込みをお待ちしています。            　　  　　　　　　 （船坂里山学校）

船坂里山学校からのお知らせ

善照学園 ほっこり日記 (お便り・発信・マンスリー vol.062）

古民家族 活動中！ vol .46

寒い日が続きますが、子どもたちは毎日元気に過ごしています！

お正月はおせち料理を食べたり、お正月の遊びをしたり、学校の宿題の書

き初めをしたりして、学園でゆっくりと過ごしました。

雪が積もった１月のある日のこと。学園の中庭にかわいい雪だるまが出現

しました！！「さむい～！」と言いながら児童がせっせと作った可愛らしい

雪だるまは、玄関でみんなをお出迎えし、ほっこりとした気持ちにさせてく

れました♪　　　　　　　　            　　　　　　　　　（善照学園）

　こんにちは！　古民家族です！

　１月の活動は淀川でのヨシ刈りを予定していましたが、新型コロナウイルスの影響により中止

となりました。

　今年は少しでも船坂に集まれる機会が増えることを願い、SNS等を利用してオンラインでの活動

を続けています。状況が落ち着きましたら、またみんなで楽しく活動したいと思います！

　皆様のご参加、お待ちしております！　    　（古民家族）　メール kominkazoku@gmail.com



２ ２

年中無休　営業時間10:00～20:00
～各種パーティ・イベント承ります～

※新聞が2ページになった関係で広告が6社様のみとなっていることをお詫び申し上げます(他の6社様は来月号で掲載予定です)

今回は９隣保の北角久美子さんから話をお聞きしました。

〝北角さんって誰？〟と思う方も「旧姓：湊久美子さん」と言えば

〝あ～知ってる知ってる〝と頷いてもらえるかと思います(^_^)。

―北角さんは何年前に船坂に移られたんですか？

北）母の山﨑ウトが亡くなる前だから、約１２，３年前になるで

しょうか。生まれは沖縄で中学２年まで過ごしていました。

海の近くの小学校で、プールがないので水泳の授業は海でし

ていました。小さい頃は横にした竹竿につかまって足をバタバタする練習してたんですが、

その時に溺れてしまって・・・。活発な子どもだったんですけどそれから泳ぎだけは苦手で

す（笑）。

―当時、沖縄はまだアメリカ占領時代ですよね。

北）中学３年で大阪に移ってきてからイチョウや紅葉、それに修学旅行で富士山を目にした時、

あと大人になってからつくしを初めて見た時は「ああ、日本に来たんだなぁ」と思いました。

特につくしは絵本でしか見たことがなく、高さ４，５０ｃｍほどと勝手に思い込んでいたの

で初めて見た時はその小ささに本当にビックリしました（苦笑）。

―そこからずっと関西暮らしですか？

北）いえ。結婚して広島に引っ越しました。２人の子どもが大きくなって手を離れた時分に、名

来に住んでいた姉から「仕事を手伝ってほしい」と連絡をもらったんです。その時には母も

船坂に住んでいたので思い切って有野に移りましたが、しばらくして縁あって善照学園の調

理師の仕事をすることになったんです。その後、船坂に引っ越してきたんですが、その時は

９隣保の皆さんにあたたかく迎えてもらって、今でも本当に感謝しています。

―学園だと朝・昼・晩の三食の調理が必要になりますね。

北）そうです。シフト制の勤務でしたけど、遠足や修学旅行などの朝早い学校行事の時なんかは、

大人数のお弁当を作らないといけないので本当に大変でしたね。でも、やりがいのある仕事

だったので定年までずっと働かせてもらいました。

―定年後はどんな生活をおくられているんですか？

北）本当に自分の好きなように過ごさせてもらってます（笑）。小さいころから北海道に行くの

が夢でしたが、定年になって初めて北海道に行くことが出来て、その夢をかなえました。今

は毎年６月～１０月の間、キャンピングカーで陸路を使ってゆっくり北海道に向かい、木彫

りしたりパークゴルフ（専用クラブ１本でバンカー・川越えなども備わったコースをまわる、

いわばゴルフのミニチュア版）をしたりして暮らしています。だから自分の夢だった生活が

今もずっと続けられているわけで、これまで生きてきた中で今が一番幸せですね（笑）。

（インタビュアー　中西　学）

船坂住民数珠つなぎ


